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【開会】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
（下村主査）
豊北歴史民俗資料館運営協議会の開催にあたりまして、事前に資料の確認をいたしたいと存じます。資料につきましては、あらかじめ委員の皆様にお送りいたしておりますが、資料のない方がおられましたらご用意いたしますので、お申し出ください。
それでは定刻前ではありますが、ただいまから令和７年度下関市立豊北歴史民俗資料館運営協議会を開催いたします。
私は、本日の進行を務めさせていただきます下村でございます。どうぞよおしくお願いいたします。
次にこの度、新しく議員になられた方がいらっしゃいますので、委嘱状の交付をさせていただきます。
新しい委員は、豊北中学校の豊澤校長の異動により、新しく校長に着任されました櫻井敬子様です。
本来であれば、磯部教育長が委嘱状を交付するところでざいますが、教育長が所要のため出席できませんので、変って、村田教育委員会教育部参事が委嘱状を交付いたします。櫻井委員は、ご起立いただいますようお願いいたします。

【委嘱状交付】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
※村田参事より櫻井委員へ委嘱状交付

【教育長あいさつ】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　※村田参事代読

【委員及び職員自己紹介】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　※委員の自己紹介
　※職員の紹介

【会成立の報告】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　(下村主査）
本日は、運営協議会委員7名のうち6名にご出席いただいておりますので、下関市立豊北歴史民俗資料館の設置等に関する条例施行規則第18条3号の規定により定足数を満たしておりますので、会は成立しております事をご報告いたします。

それでは、議事に入らせていただきますが、規則により、会長が会議の議長となりますので、ここからは山田会長に会議の進行をお願いいたします。
山田会長よろしくお願いいたします。

[bookmark: _Hlk205371322][bookmark: _Hlk205371474][bookmark: _Hlk205373022]【報告】　(１) 令和6年度主要事業等の実績報告について　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　
(山田会長）
それでは、議長を務めさせていただきます、山田です。あらためまして、よろしくお願いいたします。スムーズな議事進行に努めてまいりたいと思いますので、ご協力をいただきますようお願いいたします。
早速、議事に入らせていただきます。

　まず、報告１　「令和６年主要事業等の実績報告について」事務局より説明をお願いします。　

(山本館長)
　はい、それでは、「令和６年主要事業等の実績報告について」説明をいたします。すみません、座って説明いたします。資料に沿って報告させていただきます。５ページをご覧ください。
　初めに、教育・普及事業についての実績です。
　まず、企画展でございますが、令和６年度には５回実施しております。

　最初に、①「郷土の文人　田上菊舎展」を1階展示室において、4月2日～12月15日まで開催いたしました。

　次に②「旧滝部小学校　本館・東教室竣工100周年記念～学舎が見ていた100年展～」を2階講堂にて4月23日～10月14日まで、開催いたしました。これにつきましては、当初、期間を12月23日までとしておりましたが、好評につき延長したものでございます。内容は建物や、卒業写真の紹介や服装で時代の変遷が分かるように紹介しています。

　次に、③今年4月に開催された浜出祭にあわせ「浜出祭～絵巻でたどる浜出祭～」を令和6年12月17日～令和7年5月18日まで開催いたしました。

　次に、④小学3年生社会科授業対応展「明治からの暮らし」を1月15日～7月21日まで開催しております。

　次に、⑤「太翔館の秘密ツアー」を5、7、8、9月で、4回開催し11名の参加がありました。
　以上が企画展になります。

　次に6ページをご覧ください。博学連携でございます。
　女流俳人田上菊舎が豊北町出身ということで、豊北小学校児童が俳句を作成し、披露及び鑑賞する「俳句相撲」を菊舎顕彰会と豊北歴史民俗資料館が主催となり令和7年1月16日に2階講堂で開催しました。
　ここまでが、教育・普及事業で、続いて、関連事業でございます。

1 「子供文化パスポート」を学校の夏休み期間に実施しました。
2 校内まるごとミュージアムについては、令和4年度から引き続き、川中中学校へ豊北町の歴史に関する解説パネルを出展しております。
また、③令和6年度の当館の年報の作成を行っております。

　続いて、7ページをご覧ください。普及活動として、11月16日に当館で開催されたリノベーターズサミットに合わせ、太翔館ライトアップを実施し、テレビでも紹介されました。
　続いて、校外学習受け入れでございます。
　豊北小学校の3年生の受け入れを行いました。
　また、豊北こども園の遠足で来館いただき、ブリの持ち上げ体験で楽しんでいただきました。
　続いて、8ページ、資料整理・調査・研究でございます。
①サバー送り追跡・記録についてですが、昨年度に引き続き動向調査を行いました。
また、②二見浦の大敷網調査については、二見において、聞き取り調査を実施しております。
次に、③浜出祭に関する調査ですが、企画展の開催に合わせ聞き取り調査を行いました。

次に、６）の寄付・寄贈でございますが、令和6年に寄付金5万円を末永治雄様から頂きました。また、中原窯の焼物6点を門田俊昭様から寄贈を受けました。次に田上菊舎２００回忌記念碑及び副碑の寄贈も受けることとしています。これについては今年１０月１９日に、一字庵の庵号を引き継ぐ、立机式と合わせて、除幕式を開催することとなっております。設置場所については、東棟そばここのすぐそばの現在「小学校改築記念碑」があります傍に設置予定でございます。

　９ページをご覧ください。６）貸館利用状況でございます。
　利用状況は表のとおりでございます。内容は、１０ページにありますように、豊北郷土文化友の会の主催事業で、古文書教室が１０回、歴史文化研究会が７回、歴史文学講座1回の利用がありました。
　また、「写真撮影会」では、例年のコスプレ撮影会と、俳優  里中雅道さんのカレンダー撮影も行われました。
　１１ページをご覧ください。地方創生への取組みとして、昨年に引き続き、文化花咲く実行委員会が主催した「ジャズライブ」での利用とマルシェの開催、県主催の地域の魅力発掘ツアー、パソナJOBHUB主催の下関市ワーケーションツアー、市主催のリノベーターズサミット、山口経済同友会主催の関門経済同友会交流懇談会で利用がありました。

　次に７）広報活動でございます。
　豊北歴史民俗資料館のWEBサイトや、Facebook、Instagramを随時更新して、情報発信をしております。また、企画展のチラシ・ポスターを作成して、告知、宣伝をしております。

　以上、「令和６年度主要事業の実績報告について」説明いたしました。よろしくお願いいたします。　

(会長)
ありがとうございました。
令和６年度主要事業等の実績報告について、質問等がありましたら挙手をお願いいたします。

[bookmark: _Hlk205377413](委員）
　7ページです、校外学習受入という事で、3年生が社会の見学に来させていただきました。教科書に載っている、昔の道具などを実際に見ることができて、とても勉強になった
と言っておりました。また、毎年見学させていただきたいなと思っています。小学3年生社会科授業対応展でなくても、色々展示物があるのでしょうか？

(中村学芸員)
　質問ありがとうございます。私、中村が説明させていただきます。
　展示物につきましたは、その他にも沢山下関市内、豊北町を含めた下関市内に沢山の民具、また道具、ここではないものは、旧二中ですね。ここに、収蔵されております。
　また、これらを整理し、これを展示するというような流れに持っていけたらと思っていますので、またその時は是非ご見学下さい。

(委員）
　6ページなんですけど、毎年俳句ずもうを企画していただいて参加させてもらってます。旧滝部小学校という事で、この建物、そしてライトがちょっとほんわかしている様な場所で、文化に親しむことができる、すもう大会に参加させてもらって、子どもたちがもとても勉強になっていたようです。また、今年度もよろしくお願いします。

（山田会長）
　はい、ありがとうございます。はい、収蔵品の観覧については、あらかじめこういったテーマで何かありますか？とご質問いただければ、2週間前ぐらいにご相談いただければ、合わせたテーマを学芸員が出してくると思いますので、もし、他の年代の生徒さんとかのご利用の機会がありましたら、是非よろしくお願いします。

それでは、他にございませんか？なければ、次の議題に移ります。
[bookmark: _Hlk204904653]報告2　「令和6年度入館者状況について」事務局の説明をお願いいたします。

【報告】　(２) 令和６年度来館者状況について　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

(山本館長)
それでは「令和6年度入館者状況について」説明をいたします。
　資料の１３ページの表１をご覧ください。これは令和６年度の月別入館者数を大人や学生などに区分したものになっております。
　令和６年度は、合計で3,542人と前年に比べ481人の減となっておりますが、これは、前年度（令和5年度）開催した、田上菊舎生誕270年を記念した企画展や常設展がなかったことと、それと、天候による出控えが影響しているものと思われます。ただ、貸館利用が継続してあったことで、好調を維持していると考えております。
　また、右端の1日平均入館者数を見てみますと、4月が8人、7月が9人、12月が7人と少ないことがわかりますが、天候による出控えやコロナやインフルエンザの拡大等が考えられます。この時期に、来館者に、より関心を与える新たな企画展などの構築が求められているのではないかと考えております。

　続いて表2をご覧ください。これは、令和6年度の展示会別観覧者数です。
どの企画展にどれだけ観覧者があったかを示したものです。開催日数に長短がありますので一概には言えませんが、1日当たりの観覧者数を指標とした場合、どの企画展へも満遍なく入館者があったものと考えております。

　14ページの表3をご覧ください。これは太翔館がリニューアル開館した平成23年度以降の年度別入館者の統計となっております。ここ数年は3,000人を超える程度の入館者で推移しておりましたが、貸館利用の増加により、好調を保っています。　

　その下の図1は、年度別の入館者の推移を棒グラフにしたものです。

　16ページの図2をご覧ください。これは、月別の入館者の推移を表しています。令和2年度、3年度にはコロナウィルス感染症拡大による休館がありますので極端に入館者が減っている月があります。傾向とすれば、6月と10月が多く、9月と12月が少ないのが分かります。

　図3は、入館者がどこから訪れたのかを表す地域別の表です。入館者のほとんどが市内の方という事ですので、市外からの入館者増のため、市外に向けた情報発信が課題であると認識しております。ＳＮＳ等を活用し、市外へも広く情報を発信し、興味や関心がある人たちへの来館にに繋げるための、工夫を検討していく必要があると考えております。
　
　以上、「令和6年度来館者状況について」説明いたしました。よろしくお願いします。

(会長）
　ありがとうございました。「令和6年度来館者状況にいついて」質問等がありましたら、挙手をお願いいたします。

　他にありませんか？　なければ、次の議題に移ります。
　報告3　「令和7年度事業計画及び実施状況について」事務局の説明をお願します。

【報告】　(３) 令和７年度事業計画及び実施状況について　　　　　　　　　　　　　　

(山本館長)
[bookmark: _Hlk204938304]　報告　3「令和7年度主要事業の計画及び実施状況について」
　それでは、「令和7年度主要事業の計画及び実施状況について」説明いたします。資料の16ページをご覧ください。
教育・普及事業として、企画展でございます。2階講堂にて4回の企画展を実施及び計画しております。①の浜出祭企画展については終了しております。
②の浜出祭写真展については7月21日、来週の月曜まで開催の予定です。今後、③田上菊舎の企画展、④カンカン部隊の企画展を計画しております。

1階展示室においては、市内小学校の3年生の社会科単元であります、「明治からのくらし展」を、これも7月21日まで開催いたします。また、その後2階講堂での企画展に合わせ9月9日からは、「田上菊舎展」を予定しております。

エントランス・その他にては、①花祭りのゾウさん　②五月人形　③鯨のぼりまでは、既に展示が終わっており、7月21日からは、④の「サバー様と道のりの展示」を予定しております。

17ページをご覧ください。次に、体験学習でございますが、去年12月から開催していた浜出祭企画展と浜出祭写真展に合わせ、入館者に浜出祭で行われるブリ切り神事を体験していただいております。
次に、博学連携でございますが、今年度も、豊北小学校と連携して「俳句ずもう」を令和8年1月に開催する予定でございます。

続いて、連携事業でございます。豊北郷土文化友の会が主催する歴史文化研究会、歴史文学講座が、すでに実施されているものも含め、ご覧のとおり実施される予定です。

続いて、関連事業でございます。これらも、すでに実施されているものもありますが、
①「子どものための地域の魅力体感・発信事業」を実施し、②令和7年度の年報を作成いたします。

　次に、資料整理・調査・研究でございます。
　これについては、学芸員の中村が説明いたします。

(中村学芸員)
　資料整理・調査・研究について中村から説明させていただきます。
1 浜出祭調査についてですが、令和7年の4月に行われた調査のまとめを実行しており
ます。
続きまして、②豊北の漁撈用具調査です。これにつきましは今年度、後期に行われるカンカン部隊展示に合わせてカンカン部隊の販路などを調査しております。
③サバー送りの継続調査をしております。今年は、7月5日から出発式がございまして、今は長門市の久冨の荒人という場所にずっとある状態になっております。これもまとめて来年度のパネル等で紹介していきたいと思っております。
④です、収蔵庫の保管整理ということで、寄贈・寄託に書かれております、田上菊舎関係の資料を受け入れるための収蔵庫の整理を行いました。
これについては、以上になります。


(山本館長)
次に、寄贈・寄託でございます。
　　今年度、既に寄贈や寄託を受けておりますので、ご紹介いたします。
　　まず、田上菊舎関係資料６９２点を田上菊舎顕彰会より寄託を受けております。中には
田上菊舎自筆の資料４０点もあり、大変貴重な資料でありますので、大切に保管させていただきます。
　　次に、ひな人形一式が特別養護老人ホーム白滝荘から寄贈されました。
　　次に、昭和３０年の豊北町合併に係る申請書と合併記念火鉢を粟野出身の渦巻豊様から寄贈を受けております。

　　次に、その他ですが、公園に隣接しております、ケヤキの木の枝数本が枯れており危険であることから、安全性の確保を図るため、今年度、枝打ちを実施いたしました。

　　以上、「令和７年度主要事業の計画及び実施状況について」説明いたしました。よろしくお願いいたします。

(会長）
　ご説明ありがとうございました。
　それでは、質疑応答に入りたいと思います。ご質問ご意見などがありましたら、挙手をお願いいたします。

(委員）
　お礼です。2月に豊北こども園の遠足で、こちらの公園で遊ばせてもらっている時に、山本館長さんに声をかけていただきまして、あのブリ切のブリ持ち上げの体験をさせていただきました。ぬいぐるみだったんですけど、子どもたちが「重い、重い」と言いながら、二種類重さがあって、それを持ち上げながら写真を撮らせていただいたんですけれども、本物ではないんですけども、貴重な体験をさせていただきまして、ありがとうございました。

(会長）
　ありがとうございます。他にございませんか？
　ちなみに、あのケヤキの枝打ちはもう終わってるのですか？

（山本館長）
　もう終わって、今切ったところがまだ分かるので、帰りに見て頂けたらと思います。

（会長）
　今後もまだ切る予定というか、何か切るといった予定はありますか？

(山本館長)
　いや、ないです。

(山田会長）
　ありがとうございます。
　他にありませんか？　なければ、次の議題に移ります。
　
【協議】　(１) 今後の豊北歴史民俗資料館運営について　　　　　　　　　　　　　    

[bookmark: _Hlk205373082]協議1　「今後の豊北歴史民俗資料館運営について」事務局より説明をお願いします。

（山本館長）
それでは、「今後の豊北歴史民俗資料館の運営等について」という議題でございますが、
ここでは、委員の皆様からのご意見、あるいはご提言をご発言いただき、これからの豊北歴史民俗資料館の運営等に役立てていければと考えておりますので、委員の皆様、それぞれから、忌憚のないご意見等をいただければと存じます。よろしくお願いします。

(山田会長）
　ありがとうございます。それでは、ご質問ご意見などがありましたら、挙手をお願いいたします。

(委員）
　失礼します。まだどうなるか分からないのですが、市のワクワクドキドキバスツアーというのが、今年度希望はありませんか？ってのがあって、こちらの歴史民俗資料館も対象になっていて、あのまあ、中学校2年生で行ってみたいなというのが上がってきています。その希望が叶うか分からないのですけれども、先ほど山田会長の方から、2週間前に何か事前にテーマがお伝えできれば、少しそれを深められるような物を準備して下さるというお言葉があったので、ありがたいなと思ってるんですけども。
あのさっきの体験学習のところでも、ちょっと面白いな、いいなと思ったんですけど、なんか子ども達が、あの、体験をしてみるとか、クイズが書いてあってちょっとめくったら、何かその答えがあるのか、本当何かドキドキするような仕掛けが中にあると面白いなあ、面白そうだなと思いました。すみません、まだこの中をちゃんと私が鑑賞できていない段階でこんな事を、言っていますけれども。
小学校段階である程度子ども達は皆、豊北の子ども達はこちらにお邪魔しているって聞いているので、中学校段階で子ども達がこちらにお邪魔して、できる学習等ですね、また事前に少し相談させて頂ければ、ありがたいなと思いました。とても楽しみにしています。

（会長）
　ありがとうございます、事務局いかがでしょうか？

(松下館長)
　私がですね、あの、教育委員会の色々な仕掛けをしようとしてるんですよ。去年クイズ大会をやりました。結構お金をかけて。それで、お金をかけたわりに参加者が少なかったので、もっと沢山の人を募るというようなことを議会の人に言われたりしてるんですね。
　それと別にですね、あのまだ一つはあの、教育委員会の今年度の事業として、【下関楽】という、楽とうのは楽しいっていう意味にかけて、それでまあ私どものところに、どういうことをするか準備をしなさい、という依頼が来てるんですけど、これがですね、中学校が対象なんですね。中学校に要するに、出前講座に行けというような。
　それでまあ、今あの歴史民俗資料館や人類学ミュージアムや烏山民俗資料館で、どのようなテーマが設定できるか。要するに、出前講座のテーマを作る。それを今ちょっと考えているところなんです。
　それで皆ちょっと頭を悩ましているのがですね、小学校の出前講座って結構リクエストがあるんですよね。中学校はないんですよね。それであの小学校は例えば、その3年生とか5年生とかで、昔の暮らしとかそういったテーマで授業あったりするので、中学校は、自分の時のことを考えても中学校で何があったのか。そういう風な郷土の歴史じゃなくて、もう既に、もうちょっと大きな歴史を学んだ、勉強したような気がするんですけど。
だから、この時期にちょっと是非中学校の校長先生に、お尋ねしたいなと思っているのは、どういうテーマを期待されるか、ちょっとそういう思いがあったら、是非私どもに教えていただきたいなと思っています。いかがでしょう？

（委員）
そうですね、直ぐにテーマは出ませんけど、
あの教員がちょっと言っていたのは、よくあの長府の町で班別学習みたいな形で、子どもたちがその地域を知る、下関市を少し大きな枠としてとらえて、子どもたちが探索しながら地域を知るっていう活動をしている学校があると思うんですけども、何かあのそれに引っ掛けてちょっと今やろうと考えていて、あの小学校の時と被るかもしれませんけれども、あの地域でのその昔はどうだったのかっていうのを、もう一度今の中学生の段階で学習することで、あっそういえば小学校の時にやったんだけれど、色々勉強した後にもう1回これを見たり聞いたりしたら、より一層こう中にしみるっていうか、子ども達の次の学習にまた世界の歴史を調べるとか、あの今の歴史もさっきおっしゃったように、少し大きなとらえで学習していくと思うんですけれども、もう一度そこに立ち戻ることで、見えてくることっていうのがあるんじゃないかなっていうことを、ちらっと職員室では話をしていたので、小学生と被るかもしれませんけれども、同じ学習を一度でも意味がとてもあるのかなという気がします。
中々、中学生の教科書学習にいっぱいいっぱいになって、外の世界に目を向けるっていう、外に出で行って学習する事があまりないですけれども、あのせっかくこの市の方からワクワクドキドキバスツアーの話も出ているので、今回ちょっと中学校2年生が外に出てみようかなと、そのすみません、ちょっとテーマをパッと出てきませんけれども、またあの社会科の教員とあの事前にちょっと相談させて頂けると嬉しいなと思っています。

(松下館長)
　小学校だったら昔の暮らしっていうことで、例えば、その昔の台所こうあの羽釜があって。おそらく子ども達は、羽釜を見た事ないと思います。そういったアプローチの仕方があるんですけど、中学校の場合ちょっとおっしゃったように、豊北町の昔はどういったかっていう、そのもう小さなところじゃなくて、少しエリアが広がって、まあ例えばその地図を持って街を歩こうっていう、そういう感じですか？イメージとして。

(委員）
そうですね、パッと答えられないですけど。あのそうですね、あの教科書とか、あの今学んだことを元に、そうですねもう少し、こう、視野を広げていく勉強を中学校でしてくると思うんですけれど、そのときにちょっと繰り返しになりますけど、小学校でやったことが、あのもう一度触れることでなんか見えてくることっていうのが、あの子どもたちの中にあるんじゃないかなって思うんですよね。そのときは体験して、あーそやったんかって思ってたけれど、あの長いこの日本の歴史を見てから、子どもたちは、このもう一度その地元のこういう歴史民俗資料館で、あの触れることによって再度なんかこう深まるっていうか、すみません、ちょっときちんと説明できませんけれども、あるんじゃないかなと思うんですね。今あのまだ全然出来てはないけど、小中の9年間での教科のおさらいとかいうのも、今後見直す中でこういう歴史民俗資料館をどの段階で、あの利用しながらどんな学習をしたら子ども達が、身になる学習になるのかっていうことを、私たちもちょっと今から勉強していかなくちゃいけないと思っています。　
　すみません、きちんとした回答ができなくて。

（松下館長）　
　あの私見えないところがあるんですよね。自分の中学校どうだったの思い出しても、もう記憶がなくなっちゃってきてるところがあるんで。それであの、ええとこの豊北町は歴史がすごいんですよ。あの土井ヶ遺跡をはじめとしてですね、ここもいますしね。でそういったその多分あんまり子ども達は、知らないんじゃないかっていう気がするんですよ。いっぺんには無理なんで、それからどっか突破口を見つけて、そこから少しずつ拡大していくっていうことを、まあ私も少し考えていきたいなと思ってますので、こういうことをやってほしいとか、そういうことは、あの是非あの人類学ミユージアムでも歴史民俗資料館でもおっしゃっていただければ、いつでもっていうか、出来るようにいたしますので、是非よろしくお願いいたします。
（櫻井中学校校長）
はい、ありがたいです。よろしくお願いします。

(山田会長)
よろしいですかね、まああの中学校になると日本の歴史全体をトータルで眺めるようになってきますね。教科書に載ってることが、実は地元ではこういう形になるみたいなのを、ここで体験できるのはいいのではないかと思います。よろしくお願いいたします。

　他に何かございませんでしょうか？　

（委員）
　私、小学生の時にここで蕎麦をこう回したっていう。　

（山田会長）
　石臼？

（委員）
　石臼。それが思い出に残っていて、ああいう体験、今もやってるのかなと思いながら、何かああいう機会が沢山あれば、本当子ども達、あのうちの子どもが本当に、この、子どもの数の中にだいぶ含まれているんじゃないか？うちの子どもはっていうような。公園に来たら中に入って遊んでいるって聞くんで、「何したの？」「クイズがあってね」というのを聞かせてもらって、「こんなカードもらえるんだよね」ってすごい集めて、家にこのくらいあるんですけど、何回やるん？と言いながらも遊びに行ったら楽しいんよって。
　あの、何が楽しいんだろうなっていう、私も小学生ならわからないけど、楽しかったみたいな。
何かそういう体験をさせてもらったりとか、何か「チャイムを鳴らしたんよ」っていう。
そういう本当普通の事なんだけども、何か中々普通じゃないと出来ない事を、本当たくさんの子どもに知ってもらったりとか、色々な人に知ってもらえたらいいなって思うんですけど。中々そういう発信とかっていうのが難しくて、勿体ないなあっていう。うちの子ばかり来ている話なんですけど。本当毎回楽しかったって言って帰ってくるので、色々な人に来てくれたらいいなと思いました。

(会長)
　ありがとうございます。事務局のほうから何かその一件は聞きますか？　　

(山本館長)
ありがとうございます。あの小学生の子どもたちが前の公園にたくさん来るんですけど、最近はちょっと少なくなったように思います。できれば小学校4年？5年？今の5年生？落書きしたこともあります。是非、また引き継いで4年生に来てもらったらと思います。

（山田会長）
ありがとうございます。ここは民俗関係といいますか、日常生活を営むっていった道具というのがたくさん収蔵されていまして、触ることができる展示があるというのも強みでございますので、そちらの今お隣の教室で触れる明治からの道具の展示などがありますので、今日、ぜひ皆さんちょっと触っていただければと思いますが、そういった強みをだした、今後運営に役立ててほしいなって思います。
他にございませんか？

（副会長）
あの、50代の人がいわれるんですけど、昔、亥の子っていうのがあって、それがなくなったということで、やっぱこれを再現して欲しいというお話が何回も聞いております。で亥の子ってのは豊北町滝部だけじゃなくて、これ全国的なところでやっぱりやってるっていうのがありまして、広島なんかものすごい大人数で一つの石を突くってゆうような、あの写真があるんですけど、やっぱ亥の子がなくなたって言って、やっぱ寂しがってる方もやっぱおられるということですね。ちょうど今の50代の前半ぐらいの子供たちが亥の子がなくなって寂しい、再現してくれんかっていう、ちょっと話を何回も聞いたことがあるんで、あれ昔の遊びとかいろんな行事等がもし色々わかれば、そういうのをやってみたらどうかなっていうのはありますね。結局あれ突くやつが本当土の上で、亥の子って言うのをやってるのが、今話を聞くとアスファルトになってそれが割れるとか、石でやったらそれは道路が傷んでしまうっていう色々なことがあって、そういう時代背景で物がそうなくなっていったのかなっていうのと、まあまあ高齢化で結局、

《クモが出てききて中断》

(副会長)
昔、お大師さんていう、あの春になんか子供が集まって、あのお菓子もらったりとかそういうのも今だんだんなくなりつつあるというか、なんかそういう昔あったことというのが、なんかこう再現できたりとか、こういうのがあるんだよっていうのが、なんか面白いかなっていうのがありますね。

(会長)
ありがとうございます。事務局いかがでしょうか？

(中村学芸員)
先ほどの話について、ちょっとをお知らせしたいなと思います。行事とかのですね、あの再現ってすごい大事だと思いまして、えっと昨年はちょっとできなかったんですけど、亥の子の方は、前の広場を使って突き体験とかっていうのは考えております。
またですね、和室のほうで今、現在昔の遊びということで、昔の暮らしをですねテーマにしたその中で遊ばれていたものっていうのを、体験できるように置いております。意外とですね、あの皆さん来館する時に和室に行かれたら、滞在、すごい長い2時間とかいる人もいるので、そういうのがやっぱりあったらいいな、というのは私ども含めて職員一同ですね、感じておりますので、また今後そのお話を活用して、どんどん体験を増やしていこうかなと思っております。以上です。

(副会長)
　あの以前、吉留館長の時に、豊北高校が下関北高校に変わった時に、その亥の子とお大師さんの事で、ちょっと資料を集めて話に行ったことがあって、亥の子何か結構あの写真が残っている子どもが実際写真が残っていたので、ご説明しやすかったことがあります。はい。

(会長)
ありがとうございます。昔の体験ができる場を作っていくというのも、ここはやりやすい館だと思いますし、ぜひ今後に向けてご検討いただければと思います。
続きであの私もなんですが、浜出祭の展示の時に、まあ何人か連れて行ったんですけども、皆さん、大変ブリの持ち上げ体験を喜んでやっておられましたね。最初は皆ためらうんですけれども、いざやりだしたら、とても楽しそうでしたね。まあ、スペースがあったら、ちょっと今後も、和室なら和室にでもあると面白いのではないかと、個人的には思いますので、是非ご検討いただければと思います。
ではえっと、他にございますでしょうか？なければ、その他に移らせていただきます。
事務局から何かございますか？


【その他】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

（松下館長）
時間がないのでちょっと私あの、二つほど委員の皆様に聞きたいと思っているんですけど、一つ目はですね、去年も同じ事を言ったんじゃないか思うんですが、あのここ一応歴史民俗資料館なんですけど、本当に歴史民俗資料館として機能を果たしているか、昔のことを知っていらっしゃる方は、物がないじゃないかって、きっとおっしゃってるんじゃないかと思うんですよね。先ほど、あの実はめちゃくちゃあるんですよ、物があのどこにあるかというと、あの旧二中にある。これ実際に見れたらびっくりすると思います、こんなにたくさんこんな物があるのか。それが残念なことに、見せられないんですよ。なぜ見せられないかというと、あの実際見せてはいけない訳じゃいですよ。あの旧二中に入れないんですよ。不特定多数の人を入れることができない。で学校の場合、用途が変わったら消防法が変わってしまうんですよね。消防規定が。だから、旧二中に物をたくさん置いてるんですけど、それは例えば、小学校とか中学校の子どもたち、あるいは、あのまあ、団体の皆さんにここに入って、見学して下さいっていうのは言えないと思います。これがちょっと今困ってる。それでそのここ、この今旧滝部小学校の校舎がその、物が展示してないほとんど。で、1階しか常設展がないので、2階はあの講堂でスッポンポンの状態ですよね。建物自体が文化財なので、これはこれですごく、あのまあ見栄えがしますし、見に来てくださる方も結構いらっしゃる。私側からすると、歴史民俗資料館じゃないんじゃないかって、私だったら反乱をおこすと思うんですけど。皆さん大人しく何も聞かないです、それが一つですね。あの歴史民俗資料館がどうあればいいのかっていうこととですね。もう一つはですね、ここを今こういう状態で使っているんですけど、あの歴史民俗資料館として使えないということになったら、ここをどういうふうに活用していけばいいのか、これはつまり、歴史民俗資料館としてではなく、歴史民俗資料館を別の場所に造って、そしてここを別の用途として使うっていうことも選択肢の一つであるんですよ。だから、これずっともうだいぶ昔から矛盾をかかえながら解決できないできてるんですけど、一つはですね、歴史民俗資料館がどういうふうなものであればいいのかというのが一つと、もう一つはここの活用はどういうのがいいのかということ。それをちょっと考えて頂きたいので。特にあの一つはですね、やっぱり子ども目線なんですよね。まあ大人はちょっとおいといてですよ。で、子どもが来る場所、あの私今西さんに、是非委員になっていただきたいと、一番最初にお願いしたと思うんですが、子どもの居場所をどこに作るかという問題があります。で、それと絡めて例えば、この建物あるいは、その人類学ミュージアムの建物とか敷地、そういったものをどういう風に活用したらいいのかっていうことについて、まあ一年に一回しか運営協議会ができませんから、急に何か言えって言われても困るかもしれませんが、だからその視点が一つですよ。
あの二つですよ、あの歴史民俗資料館としていわゆる、歴史民俗資料館としてここはどういうかたちがいいのかということを、ここはどう活用したらいいのかといったら、やっぱり子どもの居場所をどうつくるか、どういうふうにして行くかということを考え、是非あの何かご意見を言っていただきたい、参考にしたいと思います。山田会長よろしくお願いします。

(会長）
　この資料館を太翔館がどういうものであれば良いかという事と、どういう活用法があるかという、まあ特に子どもさんが来られる場所、子どもの居場所としてっていう事ですね。
今西委員ご指名でしたけど、
何かございますでしょうか？　ここがポイントになりそうだな、みたいなところがあるとか。

(松下館長)
　こども食堂やってらっしゃるんですか？

(委員)
　はい、やっています。太陽館を借りて、今月と先月と2回でちょっと、なかなかこども食堂も私の都合で開催されるので、できる時とできない時もあるんですが。


(松下館長)
　例えば、こども食堂を、ここでやるってのは？まあ、できる、できないかはちょっと別ですよ。こういう雰囲気で、こども食堂をやるっていうのはどうですか？

(委員)
　私らは、場所はどこでも、全然。ここを使っていいよと言われれば、そこを使わせていただけるなら使わせていただくという事だけなので。本当にあのどこでもやります。どこでもやります。梨花の里さんの横の芝生をお借りしてやったりしているんで、あの全然それはできます。

(松下館長)
　ここは運動場ありますよ。

(委員)
　はい(笑)

(会長)
　ここは文化財ですので、使用認定の手続きに時間がかかるといったそういうことはありますか？

(松下館長)
　だから、これ、調理ができない。

(委員)
　そうですよね。

(松下館長)
　持ってきて食べる。今はですよ、だけどそれをその実現しようと思ったら、まあ、ひょっとしたら出来るかもしれない。何が障害になっているかという事を明らかにして、それが解決できるものだったら解決すればいい話だから。

(委員)
　ここが飲食ＯＫなら私達は作った物を持って来るっていう感じで、全然それはできます。　　　　　　　
　それこそ今、私達の家、毎週金曜日なんでけれども、子どもたち来れる子が来て、北高のボランティアさんがそこで学習支援をしてくれてるんですけど、そういう、ちょっと狭い中で家の中でやっているので、そういうのを大々的にこの教室を使って子どもたちにそういう場所を提供してあげるとか、中々、学童がすごい今たくさんいるって聞いてます。入れないって聞いているので、そういう場所を提供してあげるってのは、すごく良いんじゃないかと思います。で、この間、うちの子の話で申し訳けないんですけど、教室で授業ごっこをしたんだよねっていって。ここの教室を使ったかわからないんですけど、子ども達がここで机に座って授業を始めるよって言って、誰かの子どもが子ども達にやってるんですけど。何かそれがすごい面白くってっていう。何か場面が変わると、また子どもの気持ちも変わるのかな？それ楽しいのかなっていうのもあって、せっかくこういう使える教室があったりとかするんであれば、そこでまた、そんな場面をつっくっていくのもいいなと私は思います。

(松下館長)
　太陽館で調理する？太陽館で調理できる？

(委員)
　太陽館で調理して、そのまま和室の部屋で子どもたちとご飯を食べて。

(会長)
　2階にキッチンスペースがあるんで。

(松下館長)
　キッチンあるんですか。

(委員)
　はい、あります。

(会長)
ありがとうございます。色々な楽しみ方をしていただいてるようで、大変ありがたいと思います。特に、入場無料は大きいと思いますので。他に何かございますでしょうか？

(村田参事)
ちょっといいですかね？
先ほどから話がありますけれども、この建物今私らの中心ではないんですけど、滝部地区でリノベーションまちづくりというのを、色々やってきてるんですね。去年の実績になりますが、ここでサミットをさせていただいて、外の方を連れて来たりしたんですけど、ここの建物がすごい素晴らしいというか、そういう評価を色々頂いておるんですね。その中でもやはり、地域の方が今西島副会長が言われたように、特に50代の方がほぼ卒業されている方。ここが小学校だった時代を知っている関係でですよね。まあ、ここは建物を含めて、後残すか。この建物を今後どうやって色々なかたちで使っていくのがいいのか。そんな感じで、やはり地域の方にやっぱり使っていただくことがまず大前提になるんで、まあ今対策を考えておられる資料館として、貸館があります。まあそういった色々な使い方も、またこう考えてきていって、まあこの資料館と合わせて、まあ、ここをどういう建物として残していくか皆で考えていけたら、とういうふうに私ども思っておりますので、また今後も、建物を中心に滝部の町づくりを含めて、人が集まれる場所を色々と今ですね、子どもたちがまず集まっていただく、子どもの声を聞くと元気になりますので、まあ、そういったところも含めて、まあ子供も大人も集まれる場所があったらと。亥の子知ってるんです。子供たちがやってたんで、30くらいの子までは亥の子は知っているかな。もうほとんどコンクリートでしたから、あまり本気でやってこれで、いや本気で割れるかなって思うんですけど、まあそんなものも含めて、こういう事も体験できるということはすごく良いなと思いますので、皆さんの知恵をお借りしながら盛り上げていけたら、今後、まあ次世代に引き継いでいけるのかなというふうに思っているんですけど、皆さんのお知恵を
お借りしながら。
さっきの中学校の話ですが、中学校の子たちは、ここの何の説明したらこう興味を持っていただきながら、授業とまああれなんですが、ここ作られたクラブコスメチックスさんですね、太陽堂さんの素晴らしい化粧品メーカーさんの、去年ちょっとサッミトでその人の専務さん、山本さんていう方と話したのですが、本当に中山太一さんの考え方自体すごい素晴らしいなと思ったのと、聞いた時にですね加えて、次世代に引き継ぎながらこの学校をどうやって、どういうかたちで残していくのが良いのかと私らも一緒に考えたいと思っていますので、またお知恵を貸していただければと思います。　　　　　　　

(委員）
ジャズをされたり、コスプレの撮影があったり、夜のライトアップのこれが見てみたいなと思ったんですけど、リノべーションを中学生も一緒に、どんなものがあるのかっていうのを考えていくっていう、ちょっと聞いてるんですけども、あの是非何かこの建物で、やっぱり子どもたちが馴染みがあったり、外から見て素敵なんで、この建物をどんなことに使えるかっていうのを、子ども目線でも是非意見が出せるような場を、今後ですね持って行けるといいなあっていうのは、館長さんの話にもありましたけれども、一緒に考えていくっていうか、そうなると素敵だなって思っています。

(会長)
　ありがとうございます。館長さん何か？

(松下館長)
　山田会長に、是非あの歴史民俗資料館、本来の歴史民俗資料館こうやってほしいなっていう、今からなんです、いわゆる歴史民俗資料館。どういうのであってほしいかというのは、まあ一番その山田会長がわかるんじゃないですかね実際。いかがですか？

(会長)　
個人の意見として申し上げますと、やっぱりその地域の歴史、特にあの生活がどのようなものであったかを、まあ概観できるというか、全体的に知ることができる場というのががですね、ええとまあ考古時代って言いますか、発掘調査をやってわかるって言う事については、土井ヶ浜ミュージアムもあれば綾羅木の考古博もありますけれども、じゃあそれ以降のあの1000年前とか800年前とか500年前とかまあ200年前とか、そういったいわゆる歴史時代の言い方が古いですけれども、歴史時代に入ってからの特に、あのお殿様とか武将とかではなくて、普通に田んぼを耕してたり、お魚取ってたりしたような人たちのあり方が、つまり今の我々が暮らしてるあり方がどうだったかというのを、あの知ることができる場所っていうのは、やっぱり今の下関市では他にないと思いますので、そういう意味では、あの例えば子どもさんの生活の中で、今はあの洗濯機に放り込んだら終わりだけども、昔はこうやって手で回していたとか、もっと昔は川で板で擦っていたとか、あるいはトイレにしてはですね、私はTOTOトイレ博物館が凄い面白いなと思っているんですけど、まあそういう、まあちょっと日常の体験の中で今はこうなっているけれども、これはあの長い歴史の中でこうこうなって、こうなってきたというのは、まあ全部が全部1回じゃなくても分かることとか、特に体験するが場所っていうか、そういうのがいいな思います。コスプレの話がちょっとありましたので、私個人的にもずっと思ってるんですけども、こちらの着物が沢山あると思いますので、着物が借りれて着ることができたら知育に　　　なるんじゃないかと思っています。ただまあ、寄託とかされてる物はちょっと扱いが難しい所もあるとは思いますけど。だから、そういう昔の生活を実際に体験できる特に、あの最近あの外国の方からの観光客の方とか増えてきまして、下関市の観光については体験型を下関だけではなくて、国全体と言いますか、山口県全体であの体験型みたいなのがこう色々プランニングされておりますので、まあそういった流れの中で、太翔館に行ったらあの江戸時代のこういう生活の中に触れることができるみたいなのがあれば、面白いんじゃないかなと観光をやっている者としては思います。それがあの博物館資料館としてのあり方っていうと、まあちょっと個人的には本来的には研究の場ではないかなと思っておりますので、ちょっと噛み合わない部分もあると思うんですが、なんで研究するかというと、やっぱり一般の方に昔の事を知ってもらって、今後のことを考えてもらう手掛かりにするというところだと思いますので、まあここがその一助になればよろしいのではないかと思います。
副会長どうですか？

(副会長)
あのう、昔のまあ例えば、電気を使わないでやっていた、タライと洗濯板を、昔の洗濯はこうやっていたんだよってのも面白いかなってのがありますね。そういう体験して今の生活での体験できるものができれば、面白いものだなと。それで、一つの例として、タライと洗濯板を置いて実際やってみる。昔はこうやって洗濯するんだよって。そういうのをやったら面白いんじゃなかなと思ってます。以上です。

(会長)
ありがとうございます。お答えになっておりますでしょうか？

(松下館長)
はい、ありがとうございます。
もう一つお尋ねしたいと思うんですけど、下関はどこの博物館も実は通史がないんですよ。通史。下関での原始古代から近年代までの全部紹介するっていう。これをどこもやってない。
それから全部博物館がサイトミュージアム、要するに、その地域の歴史に依存した博物館
なんです。長府歴史博物館も。あの長府という町のどちらかといったら中世以降の事をですね、あの考古博物館、あれ正に縄文や弥生です。人類学ミュージアムも土井ヶ浜遺跡の紹介、人類学調査の研究の成果を、普及していくという下関の歴史って何処に行ったらわかるんでしょう？という事をずっと気にしてる。
それで、うちの学芸会議をやるときも、豊北町の歴史って通史がない。私が他所の博物館や歴史民俗資料館に行くときは、ここの町の歴史はどうなんだろうねっていうのが気になるんで、それを期待して行くわけです。ここに来られるお客さんも多分、そういう事を期待しておられるんじゃないかと思うんだけど、全然その豊北町の歴史がまるで分らない。それはちょっとね、歴史民俗資料館としては欠陥じゃないかという気がするんですね。いつかはその通史をやりたいと思ってるんですけど、人類学ミュージアムで通史をやるスペースがない。ここもその常設展は1階しかない。　2階は貸館になっている、全館貸館なんですけど。そういうう意味では、その来られる方が、欲求不満になっているんじゃないかという気がするんですけど。通史をどこかで出来ないかなっていう事を常に考えて、じゃあ何処だったら出来るかなっていう事です。模索はしているんですけど、どうでしょうかね？あの通史、例えば学校でその歴史を集めるときに、まずその地元の歴史だっていうことから出発しますよね、地元の歴史をじゃあどこ行ったら、勉強ができるのかという時にまず突き当たってしまいそうな気がするので、この通史についてどうお考えでしょうか？是非お聞かせ下さい。
　山田会長がどう思ってらっしゃるんですか？

(会長)
　おそらく今の下関市の立場的には長府の歴史博物館っていうことになるのだと思います。ただ確かにあの、得手不得手といいますか、あそこは長府がどうしても中心になっておりまして、じゃあそのときに豊田町はどうだったかとか、その時に彦島はどうだったかとかいったようなことについて、まあどうしてもその辺りについては薄くなってると思います。また、あの正直申し上げて、豊北町一町だけでも通史をやろうと思うと、なかなか容量が大変になりますので、今松下館長が言われたように、あのスペースの問題っていうことを考えると、あのここで太翔館で豊北町の歴史をやるだけでも、まあいっぱいだというか大変難しいものがあるのではないかと思います。個人的にどう考えるかというと、私は博物館、美術館巡りが趣味ですので、全部廻って全部カバーできればそれで良いのかと個人的には思います。できれば、ここは入館無料なんでその第一歩になるといいかなと思います。
　まああのちょっと、確かに言われたように、他所から来られた方にとってここが何がハードルかといえば、公共交通機関なり宿泊場所、かなり距離があってアクセスがしづらいというのが、一番大きいと、後それから知られていないというのが大きいと思います。これは最後にまとめて伺おうとお思うってたんですけど、できればですね、もうちょっとこうマスコミ、まあもちろんインターネットも大切ですけれども、ちょっとこう積極的にまあマスコミとかを取り入れてですね、今こんなことをやっていますとか、こんなことがありますというのをできれば、予告の形が期間があるものでしたらもう始まった段階の形で、すぐ載せてもらえるようにできたらいいなと思います。まあもちろん、マスコミの勝手ですので、取材がきても載らないということもあると思うんですが、そこはちょっと何かしら仕掛けができるといいなという意味では学校と連携して子供さんが来て、こんなイベントをやりましたっていうのはすごくあのアピールにもなると思いますので、学校行事は一年間の予定が早く決まりますのでなかなか難しいところがあると思いますが、ちょっとそこらへんをうまくアピール出来たらいいなと思います。
すみません、通史の話が遅くなりました。ここで通史っていうのはなかなか厳しいとは思います。前も言いましたけども、私はやっぱりここは一般庶民のと言いますか、歴史上名前が残らない人たちが、どういう生活をしていたかっていうことがわかる施設であって欲しいと思います。　
他に通史とかについて、ご意見ある方がいらっしゃいますでしょうか？
　ご意見などないようですが？事務局からはいかがでしょうか？

(山本館長)
はい、今、会長さんからマスコミの話があったんですけど、それがですね、4月の末ぐらいに、中頃になりますか、この度BS-NHK「日本縦断こころ旅」　田中美佐子さんのサイクリングがあるんですよ。あれで紹介されたんですよ。田中美佐子さんは来てないですけど、それから5月中はですね、すごい沢山来てるんです。それを見たと。やっぱりマスコミの力は強いんだなと感じました。
　うちも、ネットとかホームページの更新、マスコミ等にも載せていきたいと思います。

(会長）
　はい、ありがとうございます。他に何かございますでしょうか？
では無いようですので、以上で、全ての議事が終了しました。円滑の議事の進行につきましては、委員の皆様のご協力をいただき、ありがとうございました。
それでは、司会に、進行を代ります。　
　
（下村主査）
山田会長、ありがとうございました。
以上で本日日程はすべて終了いたしました。
結びにあたり、土井ヶ浜遺跡・人類学ミュージアム松下館長より挨拶をお願いします。

（松下館長）
日頃ちょっと考える事があってですね、あの皆様方の本音と言いますか、あるいはちょっと私が知っている事で、ちょっと考えてみようかなと思う事があれば、ぜひお尋ねしたいなと思っています。さっき会長が言れたように、ここ歴史民俗資料館ていうのは、やはり生活の様子を再現するという事が一番大事な事だと思うんです。考古学、人類学っていうのはその物しか研究対象にしない。その形がどうこうだとか。その生活が見えない。生活が見えるのが、実は民俗。それでさっきおっしゃったように、昔の農村の居間を復元する、昔の漁村の居間を復元して、昔の生活がどうだったかっていうのを再現でもできれば。
　例えば、学校教育でもそのまま使えるっていうことができるかなと。その中で、先ほどの洗濯機と洗濯板、大豆を粉にしてとかっていうことが、再現しながら体験ができる。これが一番理想的だと思うんですが、そのためには場所がいる、その場所をどう確保するっていうのが一番の問題なんで。
それはここ30年以内になんとか実現できないかな、３０年以内というのはちょっと長いんですけど、本当を言うと、もうちょっと短いスパンで出来ないかなって思っています。
　それはあの、先ほども言いましたように1年に1回しか運営協議会を開催することが出来ないので。それはお金の関係です。ぜひ、歴史民俗資料館を自分の立場として、どう活用したらいいのかとか、そいいった事を少し、中々お忙しいと思いますが、ちょっと暇になったらお考えいただいて、それを忘れないうちに電話でも構いませんので、私の所にお伝えしていただければ、これからの先の歴史民俗資料館とかあるいは、人類学ミュージアムの活動にいかしていけるかなって思っています。
　私だけの考えでは、どうしても自分たちの考えでしかこう、それで進まなくなってしまうので、それはあまり良くないと思っています。是非よろしくお願いいたします。
　今日はちょっと、昨日から涼しくなりました。けど、今から週末に向けて暑くなってくるということで、健康に留意されて、また、歴史民俗資料館、それから人類学ミュージアムの事についても少しお考えになって、いただいて色々なご意見を賜りたいと思っています。本日はどうも長時間色々な貴重な意見を聞かせていただきました、どうもありがとうございました。厚くお礼申し上げます。

【閉会】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

(下村主査)
　はい、これをもちまして、令和7年度下関市立豊北歴史民俗資料館運営協議会を終了いたします。
　ご協力ありがとうございました。
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